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1．はじめに 
 平成 24 年度版の高齢社会白書によると、日本の総人口が 1 億 2,780 万人（平成 23 年 10 月
1 日現在）に対して 65 歳以上の高齢者人口は過去最高の 2,975 万人となった[9]。今後、少子
化などの影響により総人口が減少するなかで高齢化率の上昇は留まることはなく、平成 72 年













を 1 つずつ解決していく必要がある。 
 近年における情報通信機器の利用状況を図 1 に示す。総務省「平成 23 年通信利用動向調査
報告」による情報通信端の保有率を見ると、「携帯電話・PHS」および「パソコン」の世帯普
及率はそれぞれ 94.5 %、77.4 %とほとんどの世帯で保有されており，ここ数年は横ばいの飽和
状態にある．これに対して「スマートフォン」は 29.3 %（前年比 19.6 ポイント増）と急速に
普及が進み、平成 22 年度から発売され始めたタブレット端末も上昇傾向にある。こうした携
帯情報端末の躍進的な普及は市場マーケットの動向にも表れている。図 2 に示した総務省「情





スマートフォンは 20 代で 4 割を超えており、若年層の急速なスマートフォン利用へのシフト
が見て取れる。これに対して 65 歳を超える高齢者はパソコンや携帯電話は使用するものの、




だこ、小学校の教材や高齢者見守り（2012 年 4 月 7 日東京朝刊）」にはタブレット型端末が福
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末の世帯保有率
年通信利用動向
      図
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町下分地区、実験始まる：タブレット端末で高齢者見守（2012 年 3 月 6 日 徳島新聞）」の記
事によると、高齢者を対象にした光センサー付きのタブレット端末を使った町見守り事業の実
証実験が始まっている。この事業は、町がモデル地区に指定した 50 世帯の居間に 7 インチの
タブレット端末を置き、光センサーの反応で安否を確認する試みである。端末は光通信回線で
業務委託先のコールセンターとつながっており、１日１回、住民の動作を確認することができ
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選択時の重要度
年通信利用動向
   図 6：親
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度・等彩度の状態で色相だけを 100 段階変化させた色を色相順に並べた「100 色相テスト」の
誤差を年齢別に示すと、加齢と共に色相の違いを判断できなくなっていることが確認されてい




















ける色値を RGB 色空間から HSV 色空間に変換し、変換後の H 値について高齢者が認識し難
いとする波長の短い値を長波長へと補正処理した。また、高齢者のための輝度に基づいた色補

















 ① 補正ツールを用いて操作画面のサイズを決定し、識別能力の補正として 2 種類の色変換
処理を行う。 





 ⑤ 画面上に描画されてから選択するまでの時間を計測し、この結果を反応速度として比較 
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 第 4 章で述べた補正ツール TouchChecker をタブレット PC（MSI WindPad 110W：OS：

























0 ～ 160 161 ～ 320 
 0 ～ 240 
(a) (b) 
①11.8 ②658.46 ①10.76 ②644.56 
241 ～ 480 
(c) (d) 
①9.12 ②650.46 ①6.97 ②653.92 
（①：重心からの位置ずれ[pixel]、②：反応速度[ms]） 
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スコア 優先順位 スコア 優先順位 スコア 優先順位 
a 0.109 4 0.104 4 0.113 4 
b 0.599 3 0.729 1 0.469 3 
c 0.612 2 0.611 2 0.614 2 
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